
健康投資推進協議会 

第 9 回 HSD ワーキンググループ議事録 

                            株式会社ヤマヲ菅原恭子 

開催日：令和 6 年 2 月 9 日 

開催時間：１0 時０0 分～１1 時０0 分 

開催場所：W E B 会 議 

 

I. 開会：事務局（豊田代表） 

始めに日本青年会議所委員長で WLB 推進の竹村様より、ご挨拶をいただきました。 

これから参加して下さいますので、皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

II. 出席者の確認：事務局（神田様） 

   欠席：末吉様、水機構様、西岡様他  

III. 座長挨拶：古井 祐司 先⽣ 

新しく青年会議所からご参加されよろしくお願いいたします。 

今日はいよいよ簡単なリハーサルとのことですので、皆様どういう志を伝えたいかを

お聞かせ下さい。 

IV. 協議事項 

（１）中小企業における見える化された健康投資シンポジウム 簡易リハーサル 

 

【皆様からのご意見、ご質問】 

・パネル操作の担当者は？登壇者順に資料の順番がわかるように表記した方が良い？ 

→リコー様にお願いすることが決まっており、事前にしっかりと検証します。 

・参加者には、どういう立場の人が多いのか知っておいた方が、登壇者が話の着地を決めや 

すいと思います。 

→おっしゃる通り。下記に表します。 

〈ウェビナーの構成〉 

 
 



・豊田代表と村松先⽣の講演のロジックツリーの説明が重複している。 

→豊田代表は協議会の説明を中心に、2 年目継続の話を展開、村松先⽣がより具体的にロ

ジックツリーの話をしていただくようにします。 

・パネルディスカッションにおけるハウリング対策 

→イヤホンではなく、ヘッドフォン着用で対応します。 

・Q＆A をどうするか 

→ウェビナーにとって Q＆A はあったほうがよい。古井先⽣に、その場で見て使える質

問を拾っていただく。質問が多ければ時間の都合でお答えできない場合もあると、あらかじ

め通知しておきます。 

・パネルディスカッション登壇者の紹介を古井先⽣がされたが、司会の神田さんが行い古井

先⽣に引き継いだ方がよい。 

→変更します。 

・発表資料にある、ロジックツリーは最終版か？要点である社会的健康の部分はこれであっ

ているか。 

→最新版をお渡しします。社会的健康の枠組みの明確化は、線引きがなかなか難しいかと

思います。 

・スライドは一枚にまとめて、送りポインター方式にした方がよいのではないか？ 

→バックアップの意味で、スライドはまとめたのを用意しておきます。 

・タイムキーパーはどうするか 

→菅原が担当。当日「5 分前」「3 分前」「1 分前」「30 秒前」の紙を掲げます。 

・アンケート内容は事前に共有されるか？ 

→下記をご覧ください。 

 



 

 

 
 

・アンケートは今後どう活用するか？今後の提言の検討、事前に省庁がどのような内容を必

要としているかを把握しておいたほうが良い。 

  

 



・ウェビナー画面には発言している人の画面が表示されるのか、それによって画面割の調整

が必要であったりスライドが見えなくなったりしないか？ 

→ウェビナー目線による検証実験で、確認しました。発言者はズームと同じように映り、

画面には問題ありません。 

・閉じたときにアンケートがちゃんと出るか。 

→後の打ち合わせにて確認しました。 

その他 

・村松先⽣と岡部理事より 

資料をチャットに載せて共有しましたので、皆様、ご意見いただければ幸いです。 

 

（２）シンポジウム周知・広報のお願い 

 参加者を広げてください。 

 

（３）その他 

この後、ウェビナー画面の確認やその他調整を行ってまいります。また上記の意見に基

づいてマニュアルを修正し、皆様にお送りします。 

 

V. 報告依頼事項（当日のスケジュールと場所の確認） 

 

2023 年度 中小企業における見える化された健康投資シンポジウム 

２０２４年２月１４日（金）１４時 0０分～１６時 0０分（オンライン開催） 

◎設営者および協力者の集合 

     ２０２４年２月１４日（金）１１時 0０分  

東京大学 本郷キャンパス 伊藤国際学術研究センター3F 中教室 

     最終リハ １１時００分～１２時００分 

     昼食   １２時００分～１３時００分 

     準備   １３時００分～１３時３０分 

     受付開始 １３時３０分～１４時００分 

 

 

 

Ⅵ. 来月、懇親会のお知らせ 

   ２０２４年３月 令和５年度 健康投資推進協議会 懇親の会 

 

 

 

↓東京大学へのアクセス 



 

 
 

以上 


